
 

 

 

２０１６年、新年のごあいさつ 

 

 

 

 

 当院は、昨年４月に髙橋伯夫先生を院長に迎え、

新体制で今年度のスタートをきりました。それから

９カ月が過ぎましたが、この間、当院では地域の皆

さまの心と体のよりどころとなるため、髙橋院長を

中心にいろいろな見直し、改善が行われてきました。 

 そのひとつが診療体制の見直しです。外来受診さ

れる方々との心の交流も深まり、病気の治療、予防

に前向きに取り組まれる患者さまが増えてきたこ

とは、当院にとって大きな喜びであり、これからも、

健康寿命を延ばす努力を是非とも続けていただき

たいと思います。ご心配なことがありましたら、お

気軽に担当医師にご相談下さい。 

 また、当院は３月に医療療養病床１００床の内、

５０床を回復期リハビリテーション病床に転換し、

よりいっそう回復期機能の充実を図っていくこと

としました。１月から始まりました病棟のリニュー

アル工事で入院患者さまにはご不便、ご迷惑をおか

けしておりますが、当院が選択した、使命と役割に

ついてご理解を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 このほか、当院は、現在全館にスプリンクラーを

設置する工事を行っています。これは、今年４月に

施行される消防法施行令の改正を先取りし、患者さ

まの安全確保の観点から前倒しで実施しているも

のです。このように、当院は常に時代の変化に対応

して皆さまに安心と信頼をし

ていただける病院づくりを進

めています。 

 本年も皆さまの温かいご支

援をお願い申し上げます。            

理事長 坂 口  昇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年１２月２４日（クリスマスイブ）に 

１０回目を迎えた「健康教室」が当院地域研修セン

ターで開催され、地域から５０名に及ぶ皆さんに参

加いただきました。今年は「チーム琵琶中」で、医

師が、薬剤師が、管理栄養士が、看護師が、そして

セラピストが“そのこつ”についてお話しをさせて

いただきました。

「まずは、体力測

定」では握力と前

屈測定を行ってい

ただき、ご自身の

測定結果と“相応

年齢”の比較が示

されましたが、「ま

だまだ若いやろ～」

という声があちこ

ちから上がりまし

た。お話しの後は

栄養科手づくりの

「クリスマスケーキ」が登場。「ささやかに」です

が、クリスマスイブの和気あいあいのひとときをス

タッフとともにお過ごしいただきました。 

ご参加の皆さんありがとうございました。 
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時代の変化に対応して 

～安心と信頼の病院づくり～ 

第１０回いきいき健康教室 報告 

～いつまでも生き生き、若々しく～ 

【病院理念】慈（めぐみ）の源“マザーレイク”の

ように、琵琶湖中央病院は地域の皆さまの心と体の

よりどころとなるよう努めます。 


